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｜時　間｜ 午前10時～午後6時（入館は午後5時半まで）  ※日曜休館
｜会　場｜ 西南学院大学博物館特別展室　｜入場料｜ 無料
｜主　催｜ 西南学院大学博物館　｜共　催｜ 神戸大学海事博物館
｜協　力｜ 船の科学館・海と船の博物館ネットワーク
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2012年7月14日（土） 14：00～16：00

－第11回－ 特別展関連公開講演会
時間 西南学院大学博物館２階講堂

《事前予約不要・入場無料》

期日 場所

安髙　啓明氏（本学博物館学芸員）
「鎖国のなかの近世日本」

野村　昌孝氏（神戸大学准教授・神戸大学海事博物館専門員）
「神戸大学海事博物館コレクション紹介
 ～海路図を中心にして～」

講師
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6月2日□－8月4日□土 土
2012（平成24）年

閉ざされた島 開かれた海
―鎖国のなかの日本― Part Ⅱ

2012（平成24）年11月2日（金）～12月5日（水）
※但し、開館日時は月・水・金曜日の13：30～16：00

［会場］ 神戸大学海事博物館

せいなん
こどもワークショップ

6月23日（土） 10：00～12：00 「地球儀をつくろう」
［集合場所］ 大学博物館　［対象］ 小学生



+α

朝鮮通信使川御座船絵巻（神戸大学海事博物館蔵）

御迎御座船屏風（神戸大学海事博物館蔵）

望遠鏡（神戸大学海事博物館蔵）

亜米利加船人物之図（神戸大学海事博物館蔵） 火輪大軍船図記（神戸大学海事博物館蔵）

南蛮人行列奉納絵馬
（西南学院大学博物館蔵）

船箪笥
（神戸大学海事博物館蔵）

出島図
（西南学院大学博物館蔵）

紅毛人プラケット（裏面）
（西南学院大学博物館蔵）

　古来より日本には海を通じていろいろな文物がもたらされた。前近代から海外との交流は
もとより、国内の流通も船が担っていた。四面を海で囲まれた日本は、“海”と“船”とともに
成長してきたともいえる。特に17世紀初頭に確立された鎖国体制（海禁体制）は、国内に
おける海路充実の一方で、異国船への対応を余儀なくされる。
　本展覧会では江戸時代の海洋国日本を反映して描かれたもの。そして、当時の人びとが
海や船に込めた想いなどを紹介する。あわせて当時の人が海を通じてもたらされた文物・文
化とは何かについて歴史的に迫っていく。
　なお、本展覧会は、“社会に開かれた大学”を具現化すべく大学博物館の共同事業として
開催している。今回はシリーズ第2弾として、神戸大学海事博物館が所蔵する資料と本学
博物館の所蔵資料を融合させた「“海”と“船”からみた日本」をテーマとした展覧会となった。
両大学の研究成果や取り組みを、本展覧会を通じて発信していければと考えている。
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大学博物館共同企画シリーズⅡ

大学博物館
共 同 企 画
シ リ ー ズ

　大学には社会との接点として博物館や美術館、動植物園
などの附属機関があります。これらは“知の拠点”として、大
学における調査研究の成果を公表し、発信しております。こ
れまで本学でも社会貢献事業として展覧会などを開催して

きました。本シリーズは大学の垣根を越えて、ふたつの大学博物館が連携
することで新しい知識（+α）を創出し、質の高い展覧会（学び場）を提供する
とともに、社会に還元することを目的としています。
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神戸大学（当時神戸商船大学）では神戸大学海事博物館の前身にあたる
「海事参考館」が昭和33年に発足されて以降、海事関係の資料を収集、展
示されてきた。昭和42年に海事資料館と改称、さらに平成15年10月、神戸大
学との統合を契機に、翌年「海事博物館」となった。主な資料には和船や江
戸・明治期の海運・航海資料、海運界関係者のコレクションなどがあり、その数
は約30,000点に及ぶ。

神戸大学海事博物館

閉ざされた島
開かれた海
― 鎖国のなかの日本 ―

｜時　間｜ 午前10時～午後6時（入館は午後5時半まで）  ※日曜休館
｜会　場｜ 西南学院大学博物館特別展室　｜入場料｜ 無料
｜主　催｜ 西南学院大学博物館　｜共　催｜ 神戸大学海事博物館
｜協　力｜ 船の科学館・海と船の博物館ネットワーク

6月2日□－8月4日□土 土2012（平成24）年

会 場 ： 神戸大学海事博物館

PartⅡ 
神戸大学会場 但し、開館日時は月・水・金曜日の13：30～16：00

11月2日（金）～12月5日（水）2012（平成24）年

南蛮船奉納絵馬
（西南学院大学博物館蔵）

紅毛人硯屏
（西南学院大学博物館蔵）

和船絵馬
（神戸大学海事博物館蔵）


